
2020 . 10　Niihama 10

社
会
教
育
課

　
皆
さ
ん
は
教
育
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？
　
多
く
の
人
が
思
い
浮

か
べ
る「
学
校
教
育
」や
、学
校
以
外
の
社
会
で
行
わ
れ
る「
社
会
教
育
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
戦
後
に
「
公
民
館
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
学

び
の
場
を
提
供
し
、
地
域
を
豊
か
に
し
て
い
け
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
民
館
の
三
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

三
世
代
交
流
　
金
子
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
　

　

毎
年
１
月
に
「
金
子
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
～
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
七
草
粥
～
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
企
画
運
営
は
「
交
流

戦
隊
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
」
と
金
子
体
育
振

興
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
・
内
容
は
当
日
ま
で
不
明
。
チ
ー

ム
編
成
後
、
ス
マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
に
座

標
を
入
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
を
探

し
な
が
ら
進
み
ま
す
。
無
線
機
で
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
史
跡
な
ど
を
め
ぐ
る

新
感
覚
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
老
人
会
女
性
部
と
一
緒

に
作
る
七
草
粥
を
全
員
で
美
味
し
く
い
た

だ
き
、
み
ん
な
で
新
年
を
祝
い
ま
す
。

塩
田
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に

　

多
喜
浜
校
区
で
は
、
多
喜
浜
塩
田
の
歴

史
や
文
化
、「
か
し
ょ
い
（
加
勢
す
る
）」

の
精
神
を
後
世
に
継
承
し
よ
う
と
「
塩
田

文
化
バ
ン
ク
」
講
座
を
継
続
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
塩
田
施
設
「
ソ
ル
テ
ィ
多
喜
浜
」

や
「
塩
の
学
習
館
」
を
活
用
し
て
、
塩
づ

く
り
体
験
や
、
作
業
道
具
・
古
文
書
・
写

真
な
ど
を
展
示
し
た
「
多
喜
浜
資
料
展
示

室
」
で
の
学
習
、
多
喜
浜
塩
田
遺
跡
と
文

化
財
を
巡
る
「
塩
田
ウ
ォ
ー
ク
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
ソ
ル
テ
ィ
ち
ゃ

ん
音
頭
」「
塩
田
讃
歌
」
の
踊
り
継
承
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

船
木
の
象
徴
で
あ
る
池
田
池
で
は
、
７

月
と
12
月
に
、
長
寿
会
の
皆
さ
ん
が
花
壇

を
丁
寧
に
土
作
り
し
、
船
木
小
３
年
生
と

協
力
し
て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ヴ
ィ
オ
ラ

を
植
え
、
一
年
中
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
船
木
中
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
約
100
人
で
800
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花

を
植
え
、
新
居
浜
イ
ン
タ
ー
に
入
る
道
路

沿
い
に
設
置
し
ま
し
た
。
有
志
の
皆
さ
ん

で
水
や
り
や
草
引
き
を
行
い
、
道
行
く
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
と
の
共
同
作
業
は
、
子
ど
も

た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
豊
か

な
体
験
と
情
操
教
育
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

アプリに座標を入力している様子

多喜浜塩田に関する道具の説明

「花いっぱい運動」共同作業

学
び
の
場
を
提
供
　

暮
ら
し
や
地
域
を
豊
か
に
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０
０
３



2020 . 10　Niihama11
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文
化
振
興
課

立た
つ
か
わ川
銅ど

う
ざ
ん山
師し

奉ほ
う
の
う納
常じ

ょ
う
や
と
う

夜
灯
が
市
文
化
財
に
指
定

　

９
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
新
居
浜
市
教

育
委
員
会
定
例
会
で
、一
宮
神
社
内
の
「
立

川
銅
山
師
奉
納
常
夜
灯
」
が
市
の
文
化

財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
市

が
新
た
に
文
化
財
指
定
を
行
う
の
は
平
成

25
年
以
来
７
年
ぶ
り
で
、
今
回
の
指
定
に

よ
り
市
文
化
財
の
総
数
は
75
件
に
な
り
ま

す
。

　

立
川
銅
山
の
開
坑
時
期
に
つ
い
て
の
詳

細
な
歴
史
資
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

寛
永
年
間
（
１
６
２
４
年
～
１
６
４
４
年
）

か
ら
掘
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
元
禄

４
年
（
１
６
９
１
年
）
の
別
子
銅
山
開
坑

よ
り
も
古
い
も
の
で
す
。
別
子
銅
山
が
開

坑
し
て
間
も
な
い
元
禄
８
年
（
１
６
９
５

年
）
に
は
立
川
銅
山
・
別
子
銅
山
両
坑
内

で
抜
き
合
い
（
貫
通
）
事
件
が
起
こ
り
、

鉱
脈
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
境
界
紛
争
と
な

り
ま
し
た
が
、
幕
府
の
裁
定
に
よ
っ
て
立

川
銅
山
側
の
敗
訴
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
経
営
不
振
に
陥
っ
た
立
川
銅
山
は
、
寛

延
２
年
（
１
７
４
９
年
）
12
月
に
別
子
銅

山
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
常
夜
灯
は
一
宮
神
社
の
参
道
沿
い

随ず
い
し
ん
も
ん

神
門
の
南
側
に
あ
る
東
西
一
対
の
灯
籠

で
、
高
さ
約
２
・
５
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
も
の
で

す
。
東
側
に
設
置
さ
れ
て

い
る
一
基
は
、
宝
永
元

年
（
１
７
０
４
年
）
５
月

に
立
川
銅
山
師
か
ら
奉
納

さ
れ
た
も
の
で
す
。
西

側
の
一
基
は
宝
永
３
年

（
１
７
０
６
年
）
正
月
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

立
川
銅
山
が
関
与
し
て

い
る
建
造
物
で
市
内
に
現

存
し
て
い
る
も
の
は
数
少

な
く
、
こ
の
常
夜
灯
は
別

子
の
山
の
嶺
北
立
川
の
地

に
お
い
て
銅
山
業
が
営
ま

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴

重
な
産
業
遺
産
で
す
。
あ

か
が
ね
の
ま
ち
新
居
浜
の

歴
史
を
今
に
伝
え
る
文
化
財
と
し
て
、

大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
応
援

　

文
化
振
興
課
は
、
今
年
開
館
５
周
年

を
迎
え
た
あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た

１
千
163
席
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
や
バ
レ

エ
公
演
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
（
現
在
は
最

大
583
席
に
縮
小
）。

　

今
年
は
３
密
回
避
な
ど
外
出
に
制
限
が

か
か
る
中
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ

た
文
化
芸
術
活
動
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
配
信
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
市
で
も
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
応

援
し
て
い
ま
す
（
９
月
号 

Ｐ
34
参
照
）。

　

あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
動
画
配
信
サ

イ
ト
に
、
活
動
の
映
像
を

随
時
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
！

令和元年７月に実施した
「瀬戸フィルふれあいコンサート」

東側常夜灯
（西面）

文
化
芸
術
の
香
り
を

未
来
に
伝
え
ま
す

文化振興課　☎ 65-1554　 65-1306

配信サイト

西側常夜灯
（東面）

一宮神社
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